特集　特攻の思想(第一回)

電文「空母一隻二機命中……軽巡一隻一機命中、轟沈」に至るまで

日本政治思想史

臨時代講　川島高峰

2002.10.3

全体の見取り図

「神風」の歴史

文化史的、精神史的背景

検証『特攻の思想』と『神なき神風』

911テロとKAMIKAZE
· 「特攻は統率の外道」

草柳大蔵『特攻の思想』(文春文庫)と本講義『特攻の「思想」』

大西瀧治郎は「特攻の生みの『親』」か

· なぜ「特攻」か　私(川島)と神風

· 決死と必死

1943.2.7

ガダルカナル島撤退

1943.3.28
海軍侍従武官　城英一郎大佐、大西瀧治郎中将に体当たり攻撃を進言

1943.5.29
アッツ島守備隊玉砕

1943.11頃
黒木博司中尉、人間魚雷の試作を関係者に進言

1944.2.26
海軍省、人間魚雷試作命令

1944.4.9

海軍省、決戦兵器開発を決定

1944.6.15
あ号作戦発動　20日マリアナ沖海戦

1944.6.25
海軍元帥会議、奇襲兵器推進決定

1944.7.7

サイパン島守備隊玉砕

1944.7.25
人間魚雷｢回天｣の有人走行に成功、翌1日、海軍正式採用

1944.8

海軍省、人間爆弾の試作命令、29父島に第一震洋隊配備

1944.10.4
陸軍、体当たり隊の編成準備を命令

1944.10.9
大西瀧治郎、フィリピン第一航空艦隊司令長官の辞令を受ける

1944.10.13
軍令部航空参謀源田実大佐、特攻隊編成に関する電報起案

(レジュメのサブタイトルとは別のものです)

1944.10.17 大西瀧治郎、マニラに到着

1944.10.18 捷一号作戦発動

1944.10.21
最初の神風攻撃隊出撃

1944.10.25 フィリピン沖海戦　山桜隊・敷島隊、米機動部隊に突入

栗田艦隊(第一遊撃隊)、謎の反転

1944.10.28
海軍省　敷島隊の戦果を連合艦隊告示として発表

【課題】　あなたが知っていた特攻に関するイメージと講義で知った「特攻」とで、どのような違いや、発見がありましたか、またそれについてどのような意見を持ちますか。

【重要】　指定書式を厳守のこと。異なる場合は再提出を命じます。

・サブジェクト　1003-学籍番号　　例　　1003-150412332　半角で記入！

・本文について　冒頭の四行　それぞれ各行に、氏名、学籍番号、学部、学年組番号

・五行目から課題の本文、本文は一行30文字以内、25行まで

送り先　　rc00001@isc.meiji.ac.jp　
他のアドレスに送らないこと。私のところには一日200通以上のメールがきます。勝手に他のアドレスに送られても、読まずに削除をされる危険性が非常に高いです。そして、きっと私は腹をたてます。
